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「世に生きる礼拝者」 
ヘブライ人への手紙13章 
13 だから、わたしたちは、イエスが受けられた辱めを担い、 
宿営の外に出て、そのみもとに赴こうではありませんか。  
14 わたしたちはこの地上に永続する都を持っておらず、 
来るべき都を探し求めているのです。  
15 だから、イエスを通して賛美のいけにえ、すなわち御名をたたえる唇の実を、 
絶えず神に献げましょう。  
16 善い行いと施しとを忘れないでください。このようないけにえこそ、神はお喜びになる
のです。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
1）私たちの住むところ、そして神に近づく道 
13だから、わたしたちは、イエスが受けられた辱めを担い、宿営の外に出て、そのみもと
に赴こうではありませんか。 
 
この文脈では「私たちはキリストに対して反発している社会の中で 
生き、そこで主と出会いを深めつつ生きていくように」という勧めが明確に示されていま
す。 
私たちの願う「完成された世界」「心地よく、ハッピーな世界」はなかなか現実的な世界の
中には見出すことができないことも書かれています。 
でも、やがて神様と顔と顔とを合わせてお目にかかる日があり、その日まで 
この地上において「イエス様と身近な、一緒に生きる道」を進むのです。 
 
2）真の礼拝的要素 
15だから、イエスを通して賛美のいけにえ、すなわち御名をたたえる唇の実を、 
絶えず神に献げましょう。  
16 善い行いと施しとを忘れないでください。このようないけにえこそ、神はお喜びになる
のです。 
 
実はここに書かれている礼拝的な要素は必ずしも大きな聖堂で捧げられるものではなく、
この世の中の息苦しい世界の中でわずかな仲間たちとの間で育てられるべき 
もののように読むことができます。 
苦しみや不安の中に生きているからこそ、尚更、この姿勢が励まされていると 
考えることができると思います。 
 
1 イエスを通して賛美のいけにえ、すなわち御名をたたえる唇の実を、 
絶えず神に献げましょう。  
これは「賛美」ですね。歌う行為だけでなく、詩篇や聖句を声に出してしずかに 
読むこともそれ自体が賛美と理解できると思います。もちろん、讃美歌や聖歌にある 



曲を口ずさめることも大きな祝福です。 
 
2 善い行いと施し 
他者に対する善行も自分の健康や霊性を保持するための努力もとても大切なことだと 
思います。そして善行というと大きな行為を意識しがちですが、相手からの謝意を求めず
当然のように分かち合うことのできた善いこと、挨拶、笑顔、声掛け、譲り合い 
支援、寄り添いなど、が日常的に生活の中に行動できるようになったらいいですね。 
さらに、施しとありますが、寄付、カンパ、献金などですね。それぞれの事情があります
から金額については他者からあれこれ言われる筋合いはありません。 
でも、心に促された時、素直に献金できると良いですね。MACFでは多くの場合 
献金を無記名で箱に入れていただいています。心のままに自由に捧げてほしいからです。 
 
そして、重要なことがあります。 
 
15 だから、イエスを通して賛美のいけにえ、すなわち御名をたたえる唇の実を、 
絶えず神に献げましょう。  
16 善い行いと施しとを忘れないでください。このようないけにえこそ、神はお喜びになる
のです。 
 
とありましたが、「賛美」「詩篇朗読」「善行」「献金」などが 
実はあなたから神様への「礼拝」として神様に評価されているということです。 
「いけにえ」という言葉で訳されていますが、これは「礼拝」という意味です。 
神にささげる感謝と畏敬の念。 
それが私たちの具体的な生き方によって、神様に知られているということなのです。 
 
礼拝式への出席は大切です。それをおろそかにすべきではないと思います。 
しかし、ヘブライ人への手紙の著者は、不安の多い世界にしっかり生きること、そこに神
の支配を感じ、神の助けを味わいながら生きることが重要だと教え、 
また「賛美」「善行」「献金」「互助」が神様への礼拝として受け止められているのだと教え
ているのです。 
社会の中にしっかり生きること。礼拝式は逃げ場であり隠れ場にはなるでしょう。 
しかし、私たちの居場所は「社会」「世界」なのです。そこにこそ、礼拝の場があるのだと
ヘブライ人への手紙の著者は教えているのです。 
 
そして、これはそれぞれが頑張るということではなく「霊性」を高め、極めて自然な生き
方のなかで熟成されるべきものなのだと思います。競争ではないからです。 
 
 
MACF礼拝映像は 
https://youtu.be/6ydGeqgJGkg 
 
 

https://youtu.be/6ydGeqgJGkg

